











































































































































































































































る Centre for Studies of Developing Societiesに
もリエゾンオフィスを設けることが決まって
おります。そこを拠点として、インドが保有
している資料の共有化をはかりたいと思って
おります。それから、東南アジアにおいても
同じようなリエゾンオフィスの開設を考えて
おります。さらにアメリカでは、ワシントン
にある議会図書館とシカゴ大学がアジア･ア
フリカ史資料の収集では基幹センターとなっ
ておりますから、そのどちらかに近々リエ
ゾン・オフィスの開設をはかりたいと考えて
おります。こうした形の史資料ネットワーク
が、来年度の 4月以降に立ち上がることが確
実となっております。さらに、史資料の収
集・保存・共有の事業の方も着実に進展を
しておりまして、我々のメンバーの一人が
モンゴルを訪れまして、モンゴルの国立国会
図書館、公文書館と保存資料のデジタル化プ
ロジェクト推進のために覚書を交わしており
ます。これは来年度早々に実施に移されるで
ありましょう。また、拠点本部には予想外に
多くの資料が集まりまして、マイクロフォー
ムを入れますとすでに一万点を越えておりま
す。今後、それらの書誌データを OPAC 入
力するとともに、ネット上においてもデータ
を公開してゆくつもりです。
　そして、本日のこのシンポジウムにおいて
は、個々の場面で史資料と格闘されてきた司
書とアーキビストの方々が、研究者と席を同
じくすることでアジア･アフリカ研究のある
べき姿、あるいはアジア･アフリカ研究を支
える史資料のあるべき姿を論じていただきた
いと思います。おそらく、皆様は個々人では
かなりの努力をされてきたのだと思っており
ます。ただ、それが横のつながりで結びつく
ことは難しかった。そうした状況をなんとか
このプロジェクトが動いている 5年の間に改
善できればと思っております。特に、日本に
おいては不在が言われて久しいアーキビスト
との連携は重要であると思います。我々はも
ちろん図書館学や文書館学の専門家ではあり
ませんから、アジア･アフリカの史資料に精
通した司書やアーキビストの養成を担うこと
はできませんが、その育成に側面からコミッ
トすることは可能ではないかと思っておりま
すし、またその必要があるかと思います。わ
けても、アジア･アフリカ研究を支えるよう
なアーキビストの不在ということに対して
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は、側面からではなく、これは正面から声を
大にして日本の学界や社会に訴えかけていき
たいと思っております。そうした思いを込め
まして、今日は出発点となるシンポジウムを
開催することになったわけでございます。今
日お招きした安藤先生、それから北村先生、
そして、我々の COEプロジェクトのフェ
ローである松本の御三方にはそれぞれの今ま
での経験の中から個々の問題を提示していた
だくととともに、将来のあるべき研究環境や
ネットワーク、あるいは史資料状況について
お示しいただきたいと思います。そして、最
後に統括討論として会場のフロアにいらっ
しゃる皆様方からご意見なりご質問を受け
て、このプロジェクトをさらに先に進めてい
く手がかりにしたいと思っております。我々
は、ネットワークの構築というものを考えて
おりますので、もし、この趣旨なり我々の理
念と目標に少しでも賛同をいただけ、また関
心をお持ちの方は是非、受付の名簿にご連絡
先をお示しいただければと思っております。
少なくともこのプロジェクトは中間評価をク
リアすれば 5年間は継続いたしますので、そ
の間に今述べました日本の地域研究におけ
るあるべき史資料状況についてなんらかの提
言をできるようになればと思っております。
少々、時間を長くかけてしまいましたけれど
も、拠点リーダーといたしまして、以上のこ
とだけはご挨拶で申し上げたいと思います。
どうもありがとうございました。
